
 

小諸市脱炭素先行地域づくり事業「ＥＶ車 出発式」のお知らせ 

小諸市は、脱炭素まちづくりによる 2050 年ゼロカーボンシティの実現（二酸化炭素排出量実質ゼロ）

に向けてさまざまな環境施策に取組んでおり、令和５年度には、環境省より「脱炭素先行地域」の選定を

受けました。 

この度、脱炭素先行地域づくり事業として「EＶ車」を導入しその出発式を下記のとおり行いますので、

ぜひとも取材をお願いします。 

 小諸市では、脱炭素先行地域づくり事業として「ＥＶ車」を導入しました。 
令和７年度４月より、小諸市と浅間南麓こもろ医療センターとで事業者間カーシェアを行い、

市では公用車、医療センターでは社用車として走行しますので下記のとおり出発式を行います。 
 

日時：令和７年４月４日（金曜）１１時から（約 20 分程度） 

場所：小諸市役所 正面玄関前広場（小諸市相生町３－３－３） 

出席者（予定）： 小泉俊博 市長（小諸市） 

橋本晋一 院長（浅間南麓こもろ医療センター） 

         中川 治 代表取締役社長（(株)シーエナジー） 

【事業概要】 

 「発電から走行まで」二酸化炭素の排出量ゼロの“ゼロカーボン・ドライブ”を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事業者間カーシェア」により公用車・社用車、及びコストの最適化を目指します。 

令和７年３月 31 日 

■問い合わせ先 

 小諸市役所 ゼロカーボン推進室ゼロカーボン推進係 係長：平川淳一、担当：伊藤嘉孝 

 ℡：0267-22-1700（内線 2275） E ﾒｰﾙ：zeroc@city.komoro.nagano.jp 

その他のイベント・お知らせ情報 

 

Komor 

市庁舎、交流センター屋上

に設置した太陽光で発電 

EVスタンドから充電 太陽光で発電された電気で

走行 

市庁舎及び交流センターに設置した太陽光発電設備にて発電し再エネ由来の電気でＥＶ車を充電する

ことで、“二酸化炭素排出量ゼロ”の走行を実現。 

今後も順次 EV車への入替を行い、自動車の走行による環境負荷の軽減へ目指していきます。 

これまでの”コンパクトシティ”の取組を地域の脱炭素化への取組に発展させるため、同一敷地内にある 

事業者間でカーシェアを行い、集約された駐車場を活かして EV車導入・維持に係るコストの削減を目指

します。 


